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１．平成26年３月期第２四半期の連結業績（平成25年４月１日～平成25年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年３月期第２四半期 9,767 17.3 24 ― 63 ― 36 ―
25年３月期第２四半期 8,329 △5.4 △127 ― △95 ― △146 ―

(注) 包括利益 26年３月期第２四半期 83百万円( ―％) 25年３月期第２四半期 △193百万円( ―％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

26年３月期第２四半期 0.95 ―
25年３月期第２四半期 △3.77 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

26年３月期第２四半期 20,475 13,128 64.1
25年３月期 20,561 13,161 64.0

(参考) 自己資本 26年３月期第２四半期 13,128百万円 25年３月期 13,161百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年３月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00

26年３月期 ― 0.00

26年３月期(予想) ― 3.00 3.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,600 18.2 210 ― 270 253.4 240 △31.5 6.20
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



  

  

  

  

  

  

  

  

  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料５ページ「会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年３月期２Ｑ 41,207,730株 25年３月期 41,207,730株

② 期末自己株式数 26年３月期２Ｑ 2,492,791株 25年３月期 2,488,512株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年３月期２Ｑ 38,717,015株 25年３月期２Ｑ 38,722,745株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短
信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予
想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「連結業績予
想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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当第２四半期連結累計期間における日本経済は、アベノミクスによる景気回復への期待感から円安・

株高に転じる等、景気持ち直しの動きが見られたものの、素材産業全体への波及は遅れており十分な回

復感は得られておりません。また、円安による原燃料価格の上昇や電気料金の値上げ、海外経済の減速

等が懸念されており、先行きは依然不透明な状況となっております。 

 このような状況下、当社グループは既存製品の拡販、安全・安定操業に加え、中期経営計画のコンセ

プトである「機能化学品の川崎化成への進化」を目指し、既存製品の新規用途分野への展開、新規製品

の上市等に取り組んでまいりました。 

 当第２四半期連結累計期間における経営成績は、売上高の大部分を占める化学品事業において販売数

量の増加及び原料価格の上昇に応じた製品価格対応により、売上高は9,767百万円（前年同期比1,438百

万円増収・17.3％増）となりました。 

 損益は上記売上高の増加に伴い前年同期より改善し、営業利益は24百万円（前年同期は127百万円の

営業損失）、経常利益は63百万円（前年同期は95百万円の経常損失）、四半期純利益は36百万円（前年

同期は146百万円の四半期純損失）となりました。 

  

これを事業別に見ますと次のとおりであります。  

① 化学品事業 

・有機酸製品 

 無水フタル酸は輸出数量の増加及び原料価格の上昇に応じた価格対応により大幅な増収となりまし

た。 

 その他の有機酸につきましては、フマル酸は原料価格の上昇に応じた価格対応により増収となりまし

た。コハク酸は販売数量の増加及び原料価格の上昇に応じた価格対応により大幅な増収となりました。

・有機酸系誘導品 

 有機酸系誘導品につきましては、可塑剤は原料価格の上昇を受け増収となりました。マキシモール®は

堅調に推移し増収となりました。 

・キノン系製品 

 パルプ蒸解助剤ＳＡＱ®は販売数量の増加により、増収となりました。アントラキノンは減収、ナフト

キノンは若干の増収、脱硫触媒ＮＱＳ®は前年同期並の売上となりました。農薬原体アセキノシルは販売

数量の増加により、大幅な増収となりました。 

  

以上の結果、化学品事業全体としての売上高は9,742百万円（前年同期比1,437百万円増収・17.3％

増）、営業利益は30百万円（前年同期は128百万円の営業損失）となりました。 

  

② その他の事業 

 その他の事業につきましては、売上高は25百万円（前年同期比0百万円増収・0.8％増）、営業損益は

8百万円の営業損失（前年同期比7百万円の損失拡大）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
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①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は20,475百万円となり、前連結会計年度末に比べ85百万

円減少いたしました。 

 流動資産は、主に短期貸付金の減少により、前連結会計年度末に比べ34百万円減少し、10,541百万円

となりました。 

 固定資産は、主に減価償却による有形固定資産の減少により、前連結会計年度末に比べ51百万円減少

し、9,934百万円となりました。 

 当第２四半期連結会計期間末における負債合計は7,347百万円となり、前連結会計年度末に比べ52百

万円減少いたしました。 

 流動負債は、主に買掛金の減少により、前連結会計年度末に比べ66百万円減少し、3,984百万円とな

りました。 

 固定負債は、主に繰延税金負債及び退職給付引当金の増加により、前連結会計年度末に比べ13百万円

増加し、3,362百万円となりました。 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産は13,128百万円となり、前連結会計年度末に比べ32百万

円減少いたしました。 

 株主資本は、主に配当金の支払により、前連結会計年度末に比べ79百万円減少し、9,828百万円とな

りました。 

 その他の包括利益累計額は、保有株式の時価評価に伴うその他有価証券評価差額金の増加により、前

連結会計年度末に比べ46百万円増加し、3,300百万円となりました。 

  

（２）財政状態に関する説明
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②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ509百万円減

少し、2,086百万円となりました。 

 また、前年同期末と比べ、555百万円の増加となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における区分ごとのキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとお

りであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、主にたな卸資産の増加

及び仕入債務の減少による支出が、減価償却費による収入を上回り、135百万円の支出となりまし

た。 

  また、前年同期と比べ、主に仕入債務の減少による支出の減少により、388百万円の支出減となり

ました。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、主に有形固定資産の取

得による支出及び有形固定資産の除却による支出により、238百万円の支出となりました。 

  また、前年同期と比べ、主に有形固定資産の取得による支出の減少により、123百万円の支出減と

なりました。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、主に配当金の支払いに

よる支出及びリース債務の返済による支出により、135百万円の支出となりました。 

 また、前年同期と比べ、2百万円の支出増となりました。 

  

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、多くの製品において販売数量が前年同期を上回っ

たものの期首の予想値までは届いていないこと及び一部製品の販売が第３四半期以降にずれ込んだこと

により各利益段階において本年５月10日発表の業績予想数値を下回る結果となりましたが、第３四半期

以降については不透明な要因も多いことから、通期の業績予想につきましては、本年５月10日発表の業

績予想数値の修正は行っておりません。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社及び連結子会社の有形固定資産の減価償却方法については、従来建物（建物附属設備を除く）及

び一部の製造部門の機械装置を除いて定率法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、

全ての有形固定資産の減価償却方法について定額法による償却方法に変更しております。 

 当社グループでは、平成19年度から平成22年度にかけ、収益体質の強化に向けた基盤整備の一環とし

て生産設備の集約化を実施いたしました。その成果を受け、「機能化学品の川崎化成への進化」を実現

すべく、平成23年４月より新たな中期経営計画に取り組んでまいりました。しかしながら、当社グルー

プを取り巻く事業環境の急激な変化に対応するため中期経営計画の見直しを行い、当期より、「既存の

機能化学品」の用途拡大による拡販及びその安定供給をより一層強化していくことといたしました。 

 見直し後の中期経営計画の下での設備投資は、主に既存設備の有効活用で対応することとし、「既存

の機能化学品」の販売強化に合わせ、市場の需要に見合った定常的な維持・更新を目的とした投資を実

施していく方針であります。 

 このような中期経営計画の見直しに伴う設備投資方針の変更を契機として、生産設備の稼働状況をよ

り反映した減価償却方法の検討を行った結果、当社及び連結子会社の有形固定資産については、中長期

的に国内での安定した需要に対応し安定的に稼動することが見込まれること、また、個々の製造設備は

技術的・経済的な陳腐化リスクも少なく、毎期一定の補修を行うことにより投資の効果が平均的に生じ

ると見込まれることから、減価償却方法を定額法に変更することで、より合理的な費用配分が可能にな

ると判断いたしました。 

 この変更により、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の営業利益は36百万円

増加し、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は38百万円増加しております。 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 241 185

受取手形及び売掛金 5,247 5,301

商品及び製品 1,771 2,036

仕掛品 260 427

原材料及び貯蔵品 524 534

短期貸付金 2,353 1,900

その他 176 155

流動資産合計 10,575 10,541

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,714 1,665

機械装置及び運搬具（純額） 1,499 1,300

土地 5,862 5,862

その他（純額） 83 230

有形固定資産合計 9,159 9,059

無形固定資産 183 162

投資その他の資産 642 712

固定資産合計 9,986 9,934

資産合計 20,561 20,475

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,645 2,513

短期借入金 100 100

未払法人税等 54 42

賞与引当金 178 184

修繕引当金 81 179

その他 992 965

流動負債合計 4,051 3,984

固定負債   

リース債務 121 101

再評価に係る繰延税金負債 1,704 1,704

繰延税金負債 128 151

退職給付引当金 1,107 1,128

役員退職慰労引当金 61 48

資産除去債務 225 227

固定負債合計 3,349 3,362

負債合計 7,400 7,347
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,282 6,282

資本剰余金 2,549 2,549

利益剰余金 1,476 1,397

自己株式 △400 △400

株主資本合計 9,907 9,828

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 170 217

土地再評価差額金 3,082 3,082

その他の包括利益累計額合計 3,253 3,300

純資産合計 13,161 13,128

負債純資産合計 20,561 20,475
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 8,329 9,767

売上原価 7,402 8,629

売上総利益 926 1,137

販売費及び一般管理費 1,053 1,113

営業利益又は営業損失（△） △127 24

営業外収益   

受取利息 2 1

受取配当金 9 17

固定資産賃貸料 19 26

その他 7 4

営業外収益合計 39 49

営業外費用   

支払利息 0 0

固定資産処分損 5 7

その他 1 1

営業外費用合計 7 9

経常利益又は経常損失（△） △95 63

特別損失   

部門休止関連損失 38 －

投資有価証券評価損 5 －

特別損失合計 43 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△139 63

法人税、住民税及び事業税 7 28

法人税等調整額 △1 △2

法人税等合計 6 26

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△146 36

四半期純利益又は四半期純損失（△） △146 36
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△146 36

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △47 46

その他の包括利益合計 △47 46

四半期包括利益 △193 83

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △193 83

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△139 63

減価償却費 347 277

賞与引当金の増減額（△は減少） 3 6

修繕引当金の増減額（△は減少） 78 97

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17 20

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △12 △12

受取利息及び受取配当金 △11 △18

支払利息 0 0

有形固定資産除却損 0 0

投資有価証券評価損益（△は益） 5 －

売上債権の増減額（△は増加） 66 △54

たな卸資産の増減額（△は増加） △332 △442

その他の流動資産の増減額（△は増加） 14 22

仕入債務の増減額（△は減少） △711 △132

その他の流動負債の増減額（△は減少） 142 45

その他 0 10

小計 △531 △114

利息及び配当金の受取額 11 18

利息の支払額 △0 △0

法人税等の支払額 △3 △39

営業活動によるキャッシュ・フロー △524 △135

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △360 △236

有形固定資産の除却による支出 △1 △1

その他 － △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △361 △238

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △114 △115

リース債務の返済による支出 △18 △20

財務活動によるキャッシュ・フロー △133 △135

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,019 △509

現金及び現金同等物の期首残高 2,549 2,595

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,530 2,086
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注) １．セグメント損失の調整額２百万円は、グループ内設備取引に係る未実現利益実現等によるものであります。 

２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年９月30日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額２百万円は、グループ内設備取引に係る未実現利益実現等によるものであ

ります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３．会計方針の変更等 

(有形固定資産の減価償却の方法の変更) 

 当社および連結子会社の有形固定資産の減価償却方法については、従来建物（建物附属設備を除く）及び一

部の製造部門の機械装置を除いて定率法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、全ての有形

固定資産の減価償却方法について定額法による償却方法に変更しております。 

 この変更により、従来の方法によった場合に比べ、「化学品事業」のセグメント利益は36百万円増加し、

「その他の事業」のセグメント損失は０百万円減少しております。 

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結
財務諸表計上額

(注)２化学品事業 その他の事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 8,304 24 8,329 ― 8,329

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 52 52 △52 ―

計 8,304 77 8,381 △52 8,329

セグメント損失（△） △128 △1 △130 2 △127

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結
財務諸表計上額

(注)２化学品事業 その他の事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 9,742 25 9,767 ― 9,767

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 58 58 △58 ―

計 9,742 83 9,825 △58 9,767

セグメント利益又は損失(△) 30 △8 22 2 24
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